穫 IH り 創造 力 を 刺激 する 無 


CEA77 ル UE /OME 7 と 一 SEGA 


homo ludens (ホモ ・ ル ー デ ンス = 遊ぶ 人 ) 

*^ 人 間 は 遊ぶ 動物 で ある ” と ホイ ジン ガ (オラ ンダ 

の 文化 史家 ) は 人 類 を 定義 づけ て いま す 。 知 に 遊 
び 、 感性 に 遊び 、 人 は 驚異 的 が スピ ー ド で 文明 を 
築い て きま し た 。 人 類 100 万 年 の 歴史 の うち 、 文 明 
を 生み 出し て か ら 61 万 年 。 わ ず か 1 % の 時 代 が 、 
いか に 加速 度 的 な 進歩 の 時 代 で あっ た こと か 一 
ー。 そ し て 、 こ れ か ら 6 の 時 代 が 、 い か に 無限 の 可 
本 性 を 秘め て いる こと か ーーー。 
を の 可能 性 を 着 々 と 現実 の も の と する 力 は 、 時 代 に 
先がけ る 高度 な テク ノロ ジー と 豊か な イマ ジ ネ ー シ ョ 
ン だ 、 と セガ は 確信 し ます 。 実際 に セガ の も つ 未 来 
指向 型 の 開発 精神 と 、 最 新 技 術 へ の 洒 敢 な チャ 
レン ジ は 、 つ ね に 新た な 創造 工学 の 世界 を 切り 拓 
いて きま し た だ 。 そし て いま 、 セ が は すでに 21 世 紀 の 未 
知 の 領域 へ と 目 を 向け て いま す 。 そこ に ある の は 、 
人 間 の 豊か な 感性 と 知 的 創造 力 を 刺激 する 、 創 造 
工学 の 結晶 も も いう さき セガ の 製品 群 で す 。 


名 破 な 感性 の か け 橋 と し て 


代表 取締 役 社 長 


中 年 礁 


ツク) いさ つの 


遠い 未来 と 思わ れ た 21 世 紀 が 十 余年 先 上 いう 視界 に 入っ て まい り ま 
し た 。 高度 情報 社会 の 一 細 を 担う 企業 と し し て 、 モ ガ は 21 世 紀 を 見 
据え だ 中 長期 ビジ ョ ン を 立て 、 全 社 を 挙げ て 新生 セガ の 未来 図 を 
描い て お り ま す 。 

セガ は 昭和 26 年 、 日 本 に 初め て アミ ュー ズ メ ント ・ マ シン を 紹介 し 
て 以来 、 LSI、 超 LSI な ど 最 先端 の エレ クト ロニ クス 技術 を 率先 し 


て 導入 、 業 界 発展 の 中 心 的 な 役割 を 果して まい り ま し だ 。 こ の 間 、 


日 本 は も と より 、 広 く 世 界 の マー ケッ ト に 向け て グロ ー バ ル な が 事業 活 
動 を 展開 し 「 技 術 の セガ 」 と し て 高い 評価 を 得 て な り ま す 。 
現在 で は 、 ア ミュ ー ズ メン ト 産 業 も 高度 な 先端 技術 を 駆使 し た ハ 
ee * 貌 を と げ 、 社会 的 な 認知 $ 高 まり 、 新 だ な 飛躍 へ 
きき が 寄せ られ る まで に 至り まし だ 。 ア ミュ ー ズ メン ト で 培っ た 最 
PD に マッ チ し た 製品 開発 力 の ノウ ハツ は 
極め て 応用 範囲 も 広く 、 高度 情報 化 社 会 の 多様 か つ 語 度 な ニー 
ズ に お 応え で きる も の と 確信 し て お り ま す 。 
この よう な 新 時 代 の ニー ズ に 対応 すべ 〈、 当 社 は 事業 分 野 を 拡大 
し 、 フ パー ツナ ルコ ンピュータ や ビデ オ ゲ ー ム 、 ハイ テク 玩具 な ど ホ 
ー ム エレ クト ロニ クス の 分 野 で コン シュ ー で 市 場 へ の 参入 を 灯 た し 


まし た だ た 。 こ の ホー ム エ レ クト ロニ クス の 市 場 は 、 今 後 限り な く 発 展 、 


成長 する 夢 に 満ち た 分 野 で す 。 さ る 6 に 大 き な 愛 を 将来 に 提供 し た 
の が 、AI (人 工 知能 ) コン ピュ ー タ に よる ホー ム エ デ ュ ケ ー シ ョ 
ン の 推進 で す 。 画 期 的 な この シス テム が 、 優 れ た 在宅 学習 の シ 
ステ ム と し て 普及 する 日 も 遠く あり ませ ん 。 この 他 、 CATV を は じ め 
と する ニュ ー メ ディ ア 、 ニ ュー ビジ ネス 分 野 な ど 、 モ セガ が 志向 する 
人 間 性 豊か な コン ピュ ー タ 社会 に 向け て 、 着 々 と 研究 開発 を 進め 
て お り ま す 。 

総合 エン ター テイ メン ト 産 業 と し て 、 総 合 ホー ム エ レ クト ロニ クス 産 


業 と し て 、 独 自 の 創造 哲学 と 創造 工学 と を いか ん な く 発 揮 し つつ 、 


未来 へ の 挑戦 を 続け て まい り ま す 。 
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居 居 信 

昭和 35 年 6 月 (創業 昭和 26 年 4 月 ) 
202, 440 万 円 

1, 100 名 

310 億 円 (昭和 61 年 4 月 実績 ) 

4 月 30 日 (年 1 回 ) 


代表 取締 役 会 長 大 川 功 
代表 取締 役 社長 中 山 隼雄 
専務 取締 役 駒井 徳 造 
取締 役 製造 本 部 長 北村 裕昭 
取締 役 販売 事業 部 長 小形 武徳 
取締 役 社長 室長 中 村 俊一 
取締 役 営業 事業 部 長 永井 明 


取締 役 海外 担当 デ ソ ウィ イット: セー ゼン 
取 締 役 湯川 英 一 
取 締 役 森 健治 郎 
取 締 役 大 前 猛 
取 締 人 役 宮田 魏 
取 締 役 矢田 光治 
取 締 役 藤枝 純 教 
取 締 役 笠原 明道 
取 締 役 北 之 彫 英博 
常勤 監査 役 小林 新吉 
監査 役 外 立 憲治 
監査 役 豆 崎 金 助 


住友 銀行 ・ 日 比 谷 支店 三 和 銀行 赤坂 支店 

住友 信 記 銀 行 ・ 新 宿 支店 協和 銀行 ・ 新 宿 西 昌 支店 
百 十 四 銀 行 ・ 東 京 支店 横浜 銀行 ・ 蒲 田 支店 

日 本 長期 信用 銀行 ・ 本 店 


事業 内容 


関連 会 社 
泊 潮 


内 和 26 年 4 月 
昭和 35 年 6 月 


内 和 40 年 7 月 


昭和 41 年 7 月 
内 和 44 年 3 月 


昭和 55 年 7 月 
昭和 58 年 7 月 
昭和 59 年 4 月 
昭和 60 年 3 月 


昭和 60 年 10 月 
昭和 61 年 3 月 


星 和 61 年 5 月 


1. 各 種 ビ デオ ・ ゲ ー ム 、 ア ミュ ー ズ メン ト ・ マ シン 
お よび 関連 電子 機 付 の 製造 ・ 販 売 ・ 賃 貸 ・ 輸 出入 、 
アミ ュー ズ メ ント ・ セ ンタ ー の 企画 ・ 設 計 ・ 設 置 ・ 
運営 

2 ペー ジ ナ ルト * コ ヨシ ジ シ ピ ュー タ 、 き ンピュータ * ャ ピ デ 
オォ ゲー ム 機 、 教 育 機 午 、 玩 具 ・ 娯 楽 用 品 お よび 各 
種 周辺 機 伏 、 ソ フト 類 の 製造 、 販 売 、 輸 出 

3. 両替 機 を の 他 電 子 機 人 半 の 製造 、 販 売 

@ セ カ エン ター プラ イ ゼ ス , イン ク グ . (U.S.A.) 

@ セカ オブ アメ リカ , イン ク グ . 

@ セ モカ ヨー ロッ パパ リミテッド 

ある ギガ エン グー プラ イィ イ ゼ ズ (オー スト ラリ ザ ア /) 

@ コ ンピュータ ー サ ービス 株 式 会 社 
Eme デ オー ツイ ル 。 すすま た w ャ 

@ ビ ジネス エク ステ ンション 株 式 会 社 

@ シ ー・ エ ス ・ フ ァ イ ナ ンス 株 式 会 社 

@/ イ ・ エ ス ヌ ・ エ ス 株 式 会 社 

@ 日 本 プレ シ ジ ョ ン 株 式 会 社 

@ 株 式 会 社 レ シー・ エ ス ・ ケ イ 総 合 研 究 所 

@ 寺 同 VAN 株 式 会 社 

@ シー エス ケー シス テム ・ マ ネー ジメント ・ サ ービス 株 式 会 社 

@ 日 本 イン フォ メー ショ ン ・ エ ンジ ニア リン メグ 株式 会 社 

@ コ ンピュータ ー ソ フト 株 式 会 社 

@ 株 式 会 社 ル ササ ・ ネ ットワーク 

@ 日 本 ティ イー・ ビ ー・ エ ム 株 式 会 社 

@ NTT 情 報 開 発 株 式 会 社 


サー ビス ゲー ム ス ジャ パン を 創立 

サー ビス ゲー ム ス ジャ フッ パン 株 式 会 社 を 解散 し 、 同 
社 の 業務 を 継承 し 、 日 本 娯楽 物産 株 式 会 社 (当社 の 
前 身 ) を 設立 

有限 会 社 ロ ー ゼ ン ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス (昭和 29 年 
創立 ) を 合併 、 社 名 を 株 式 会 社 セ が ・ エ ンタ ー プ ラ 
イ ゼ ス に 変更 

資本 金 10,353 万 円 

資本 金 15, 003 万 円 に 増資 

米国 ガ が ルフ アンド ウエ スタ ン イン ダス トリ ー ズ 
イン ク グ 和 傘下 と な る 

英国 に セガ ヨー ロッ パ リミテッ ド を 創立 

資本 金 45,003 万 円 に 増資 

CSK (コンピ ュー ター サービ ゼス 株 式 会 社 ) グル ー プ 
の 資本 参加 に より 、CSK グル ー プ の 一 員 と な る 
当社 100 出 資 の 子会社 セガ エン ター プラ イ ゼ ス , 
4 シグ 。 (U.S. ) 設立 

資本 金 202, 440 万 円 に 増資 

当社 100% 出 資 の 子会社 セガ オブ アメ リカ , イン 
グ 、 設立 

当社 100 出 資 の 子会社 セガ エン ター プラ イ ゼ ス 
(オー スト ラリ ア ) ビ ピー ティ イー ワイ. リミテッ ド . 設 立 


アニ ュ ユ 


り 2 ュ タッチ な 7 メニ テツ ソーン 追求 の ため 


昭和 26 年 に いち 早く (アミューズメント 事業 に 着手 し た 当社 
は 、 常に 先端 技術 の 導入 と テク ノロ ジー の 革新 に 努め 、 ア 
ミュ ー ズ メン トマ シン お よび 関連 機器 、 ゲ 一 ムツ フト の 最大 
手 メ ー カ ー に 成長 、 リ ー デ ィング ・ カ ン パ ニー と し て 地位 
を 築き まし た 。 

より 知 的 で ハイ レベ ル な 遊び へ の ニー ズ が 高まる に つれ 、 
セガ が の アミ ュー ズ メ ント ・ マ シン も 高度 化 ・ 多 様 化 を も げ て 
きま し た 。 画面 は 色彩 に あふ れ た 級 密 な 構成 を も っ て 視覚 

人 迫り 、 ゲ ー ム の シナ リオ も スト ー リ ー 人 性 、 下 ラマ 性 を 強め 、 
コン ピュ ー タ ・ グ ラフ ィ ッ クス が 新た な 芸術 的 表現 手段 と し 
て 脚光 を 浴び る まで に な り ま し た だ た 。 テク ノロ ジー と イマ ジ ネ ー 
ショ ン の 結合 で ある 「 創造 工学 」、 こ れこ を セガ が 提唱 し て 
きだ 新しい 技術 分 野 で す 。 
こう し て 開発 る さて ん た セガ の アミ ュー ズ メ ント ・ マ シン は 、 昌 
設 運営 事業 ] 〔 販 売 事業 〕 【 海 外事 業 」 の 3 部 門 を 通 
て 、 国 内 ・ 海 外 の ユー ザー に 提供 きれ て いま す 。 

[施設 運営 事業 ] は 、 ロ ケー ショ ン の 店 舗 設計 お よび その 
管理 ・ 運 営 か の ら 5 マシ ン の レン タル を 中 心 と し た マー ケッ ト の 
開拓 、 マ シン の デリ バリ ー、 アフ ター サー ビス な と 総合 的 
に 展開 し て な り ま す 。 全国 に 直営 店 が 約 200 店 舗 、 る ら に 
ii 
れ て いま す 。 ま た 他社 に 先駆 け て パン チ 機 能 付 磁気 カー ド 
式 に よる カー ド シ ス テム を 開発 。 セ ガ ・ Ph 
テム と し て 新しい 事業 展開 行っ て いま す 。 

[販売 事業 ] は 、 全 国 1000 余 の 販売 業者 を 通じ て 、 高 
品質 で 市 場 性 の 高い 製品 を 提供 し て いま す 。 ま だ ゲー ム セ 
ンタ ー や 各種 レジ ャ ー 施 設 の 企画 ・ 設 計 か ら 、 コ ン サ ル 
ティ ング 活動 も 活発 に 行っ て お り ま す 。 
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感性 あみ の ホー ム エ ン ター テイ メン ト と し て 


ホー ム エ レ グ ト ロニ クス と エン ター テイ メン ト 


ホー ム エ レ クト ロニ クス 化 の 時 代 に 先がけ て 、 昭 和 58 年 、 
や 文民 パーツ ナル ユン ピュ ー タ を 発売 。 以来 コン シュ ー マ 
製品 は セガ の 経営 戦略 の 大 き な 柱 に な り 9 ま し だ た 。 パパ ツ コ ン 
や テレ ビ ゲー ム は 圧倒 的 な 勢い で 家庭 に 浸透 し マー ケ 
ッ ト は めざまし い 拡 大 を 遂げ て いま す 。 を そし て 昭和 60 年 に は 
玩具 分 野 に も 進出 し 、 コ ン シ ュ ー マ 製 品 の 多角 的 な 展開 
2 

こう し た こと か ら 、 コン シュ ー マ 関 連 事業 を H・E 事 業 部 と 
し て 、 ホーム エレ クト ロニ クス 分 野 は も ちろ ん の こと 、 ホー 
エン ター テイ メン ト 分 野 や 新しい 在宅 学習 の 未来 を 拓く 〈 ホ 
ー ム エデュ ケー ショ ン 分 野 の 研究 、 開 発 に 力 を 注い で いま 
す 。21 世 紀 に 向け て の 限り な 《 豊 か な ホー ム エ ン ター テイ 
メン ト の 誕生 の た め の 核 と し て 、 先進 の 考え 方 で 事業 を 押 
し 進め て いま す 。 


家庭 用 テレ ビ ゲ ー ム 

昭和 58 年 に 発売 され た SG-1000 は 、 を その後 ハ ー ド の 機能 
の 充実 と 品質 性 能 の 向上 を 目指 し 、SG-1000II か ら 
マー ク 軸 へ レミー ジョ ン ア ッ プ し て きま し だ 。 

を の セガ マーク I 皿 は 、 グ ラフ イッ ク 能 力 を 豊か に する な ど 、 [ 3 の Ri 0 
数 々 の 先進 性 を 取り 入れ て いま す 。 ア ミュ ー ズ メン ト で 培 か | に 

っ た 強力 な ソフ ト ・ ノ ウ ハ ツ と と も に 、 現 在 で は 独自 の 領域 を 
確立 し て いま す 。 また 世界 戦略 の 一 つと し て モ ガ マ ー ク 中 
の 基本 コン ャ プ ト を ペー ス に 新開 発 を し た 、 セガ が マス ター シ 
ステ ム は 、 ア メリ カ 
を だ はじ め ョ ヨー ロッ 
2%。 ーー ス トラ リア 
な ど 全 世界 で 発売 
され て いま す 。 


Human& Technology 


CEA7 ル た /OME / 修 上 ーーS た GA 


エレ クト ロニ ン スズ ・ ト イ 


成熟 社会 の 到来 と とも に 、 ホ ー ム エン ター テイ メン ト の 重要 
性 が ます ます クロ ー ズ アッ プ " さ る れ て きま し た 。 生活 を の も の 
が ^ 知 的 創造 活動 ” を 中 心 と し た も の に 変化 し つつ ある か 
ら で す 。 この 分 野 に も る 、 セ ガ は 独自 の 技術 と コン セプト を も 
っ て 参入 し て いま す 。 

エレ クト ロニ クス ・ ト イ も その 一 つ で 、 モ セガ は いま まで の 玩具 
の イメ ー ジ を 打ち 破っ た ユニ ー ク な 世界 を 切り 拓 こ うと し て い 
ます 。 ア ミュ ー ズ メン ト の 世界 で つ ち か っ た テク ノロ ジー と / 
ウ ハ ウ を いか ん がく 発揮 で きる 分 野 で す 。 

セガ は すでに 、 野球 や テニ ス の 相手 を する ロボ ッ ト 玩 具 や 
ステ レオ サウ ンド に あわ せ て 踊る ロボ ッ ト 玩 具 、 光線 銃 で ま 
っ た 〈 新 し い 遊 び を 提案 し た ジリ オン な どの 新 分 野 の エレ ク 
トロ ニク ス ・ ト イ を 発売 、 今後 も 独自 の ノウ ハウ で エレ クト ロ 
ニク ス ・ ト イ の 開発 を 続け て いき ます 。 


MINIIEEEIE ET いい パ Y 


教育 事業 


ボーム ・ エ テ ュ ケ ーション の 新た な 道 を 切り 拓く に め に 


ハイ テク を 教育 ツー ル に 

高 学 歴 化 の 進展 上 ほ も に 、 教 育 に 対す る ニー ズ 
は ます ます 高度 化 、 多様 化し て いま す 。 こ れ か 
ら 6 の 教育 の 手段 の 一 つと し て 注目 きれ て いる の 
が 、 ハイ テク の 活用 で す 。 な か で も 知 的 CAI 
(COMPUTER ASSISTED INSTRUC- 
TION) は 最も 有力 な シス テム 。 

コン ピュ ー タ の 情報 処理 能力 を 教育 に 応用 し 
ょ うと いう も の で す 。 従 来 の 教育 機器 や プ ブログ 
ラム 学習 と ちがっ て 、 個 々 の 生徒 の 適性 、 解 
答 の 仕方 、 思 考 方 法 や 誤 答 の パタ ー ン な ど 
を 識別 、 記憶 し 、 そ れ に 対す る 適切 な 指導 を 
与え る こと が で きま す 。 生 徒 の 能力 や 学習 水準 
に 個別 に 対応 で きる た め 、 画 一 的 な 教科 書 型 
教育 の デメ リッ ト を 補う こと が 可能 に な る わけ で 
す 。 セ ガ は 、 人 工 知能 原理 の 導入 いう 最も 進 
ん だ 考え ぇ 方 に 立ち 、 こ の 知 的 CAI の 開発 を 推 
し 進め て いま す 。 こ れ ま で も セガ は 、 ホ ー ム コン ピ 
ュー タ 用 の 教育 ソフ ト を 手がけ て きた た め 、 そ の 
ノウ ハツ の 蓄積 を 応用 する こと も で きま す 。 
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世界 初 、 人 工 知能 
ホー ムコ ン ビ ュー 
昭和 61 年 3 月 . セ ガ A 1 コン ピュ ー タ の 開発 
の ニュ ー ス が 大 き な 注 目 を 集め まし だ た 。 A 1 

(ARTIEICIAL INTELLIGENCE テ 人 
工 知能 ) の コン シュ ー マ で 分 野 に な ける 実用 化 
に 成功 し た 最初 の 製品 どっ た か 6 で す 。A 1 
技術 を 利用 し た CAI シ ステ ム は 、 シー・ エ ス ・ 
ケイ 総合 研究 所 と セガ の 共同 開発 に よる 人 工 
知能 言語 SEPGA PROLOG を 使用 。 学習 を 
進め る 過程 で A I が 生徒 の 特性 を 分 析 ・ 判 
断 す る こと に よっ て 、 ひ と り ひ と り の 理解 度 や 学 
習 水 準 を 的 確 に 把握 し 、 を それに 見 合っ た 個人 
対応 型 の 指導 を 行う こと が で きま す 。 コン ピュ 
ー タ と 対話 し な が ら 6、 学 び 、 考 え 、 理 解 を 深 
め て い ^ ペ ーー それ が 従来 の 教育 機器 と は 全く 《 ち 
が っ た だ 人 工 知能 CAI の 大 き な 特 徴 で す 。 
この まっ だ 〈 新 し い コ ン セ プ ト の CAIT シ ステ ム を 
通じ て 、 セ ガ は ホー ム エ デ ュ ケ ーション 分 野 に 
果敢 な 挑戦 続け て いま す 。 


合 載 し た 


ノ ス ア イレ ス 


デ 2 


しま 


テー c 
コマ ティー 


M IL 


ング * ジ パ 


NM 


ケイ 


ンプ 選 
ロサ ン ゼ ルス 


まで お よぶ リー テ 


h、 ノ 
に 2 


( 


日 


毎 外事 業 
グ 和 ト 市 場 


移 


/ 


サン フラ ンジ シス コ 


2 ああ 
4、 
且 ミ 
TLLL El 上 
怪 骨 | 中 S 人 で 」 
寺 き ズリ 呈 組 詞 代 色 本 は 
ーー 〇 ae | に 、 や 中 や 
ーー らら K 人 RS ュ 語  S し, 。 K < 
補 ー ン > の の や ロ y 翌 多く う 代 N 1 5 SG N 
S 軸 es 5 の の | ち | 委 旬 ぶ へ 還 こ ey こ 
押 で デ べ ぐ 6 5 NN 。 /。。 が > 
IN し 時 い つう 
骸 や VQ 。 A 隊 で NOi 
2 准 。 の / の いい 閉 
と た とら くす で Sa SN ざき 」 衣 
の 1 人 1 SS 5 の 和久 ッ 上 
の 失 公 る 当 属 GS 中 oo K や ちさ 
人 < る て へ 
8 RS 坪 狼 宣 よく 屋 。 | 5 の コ 
K 党 コ 守 記 綴 下 。 3 夫 の か 和信 で 9 
| 賠 共 引 嘩 能 志 か な ふ G we NRN 疫 っ 3 
叶 。 導 妥 1 2 0 計 ト | 壮 上 球 」 ト 
1 4 トド 8 滞 清国 和仁 6 3 訪 甘 必 相 語 ざお が い 
叶 全 本 羽目 村人 SS 落 全く 介 思 る 。 
人 語 交 和 ヘタ 遇 きま 設 人 記 2 トマ が 
NO 千 | R さ く を る や D 選 天 を と 電 ら 人 党 り 否 で 
色 る く k ト や の 所 で 恒 款 KK まる SS る < トミ で 
還る と 言 そ を 光 で 学 加 典 人 人 S% に と さす トト ュ 
1J) ハ へー < co 。 人 っ Z 了 うく 。 VN 1 | ・ 
NN DNAS 二 9) SIENKNaNSSS 
< 1 酸 人 K 飼 守 錠 IA mm 36 Ne の ここ コー 
AI 」 | し やせ 交 上 遷 ルリ レント 本 さや 和 を ト 四 か 
所 入 引 つ < < 青 へ 公 叶 痢 < くさ ハ | ト 
区 糧 生む 玉 人 AR ん 6 や | 
// 2 Sh が / 48 TL K FNN ツメ es e 中 人 や が 0 8 N そ ト と ジ ュ ゼ 
3 リー se 。 0 和信 < 7/ 1 Se 5 
直人 ト に まき トト を 5 ちゃ ペペ 時 さす さ トト % 末 セ SR = K 3 HAN NR を S 


っ 
導 4 の aki 邊 


『 


ぐ 
6 】 
 」 


か か 


アァ 
2 


* あ アー 


を 


に で あず うこ っ 
わこ イィ 


の) 


4 = まず 


CH 
| 硬 ヨ 


マテ 
か 


CEA77UE /OVE // た ー ベ と た GA 


で も ns. e . ど 
アチャ ラッ ド デ テッ 
し に お 


oo ガ 


リー ラグ ク 塗 業 史 て 、21 世 紀 へ の プロ ロー グ 


セガ の 21 世 紀 は 、 も う 始 まっ て いま す 。 

テク ノロ ジー と 上 イマジネーション を 結合 させ て 生み 出す モ ガ の 創造 工学 は 、 
つね に ドラ マチ ッ ク な エポック を 、 を その 歴史 に 刻ん で きま し た 。 

し か し 、 最 新 、 最 先端 と は 、 

それ を クリ ア し た 瞬間 に 過去 の も の に な っ て し まい ます 。 

セガ に と っ て の 21 世 紀 は 、“ 次 の 瞬間 ” に 等 し い の で す 。 
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技術 革新 と 合理 的 な 生産 体制 


* 世 界 初 ” ある い は “わが 国 初 ? と いう 数 々 
の エポック を 生み 出し て きだ セガ の 歴史 は 、 
まさ に 技術 革新 の 連続 と 最 先端 技術 ぐ べ の チ 
ャ レン ジ の 連続 で す 。 セガ の エン ジニ ア た 
ちの 部 屋 が 、 研 究 室 の よう で あり 、 デ ザイ 
ン 工房 の よう で あり 、 設計 シー ム の よう で も 
ある の は 、 そ の た めで す 。 こ の よう に し て 生 
み 出 きれ た 製品 の 高 水 準 の 精度 を 維持 し 、 
また 適正 な 価格 を 維持 する た め に 、 生 産 ラ 
イン その も の も 非常 に 重要 で す 。 
続々 と 開発 され る 新 製品 に 対応 し て 、 ス ピー 
ディ に 合理 的 な 生産 体制 が 整備 る れる 生産 
ライ ン 。 ここ に も 先端 技術 を 誇 ろ セガ の 、 独 
自 の ノウ ハツ が 結集 る れ て いま す 。 
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豊か な 個性 と 感性 一 一 研究 開発 本 部 


セガ の 各 事 業 部 門 を 支え る 原動力 は 、 研 究 
開発 本 部 で す 。300 名 近く も の 開発 部 員 が 
テー マ ご と に プロ ジェ クト を 組み 、 開 発 に と 
り 組ん で いま す 。 企画 クリ エー ター、 デ ザ 
4 の ソ グ ツェ ア パード ツキ 、 ザッ 
ンド 、 メカ ニク ス な ど 、 各 分 野 の 専門 スタ ッ 
フ が 一 体 と な っ て チー ム を 形成 し ほす 。 まさ 
に テク ノロ ジー イマジネーション の 激しい 点 
い 合 い の 中 か ら 、 新 し い 製 品 を 生み 出し て 
いく 「 創 造 」 の 作業 で す 。 

プ ミ ュー ズ スメント 、 且 ・E に 加え 、 最近 で は 
ホー ム エ デ ュ ケ ーション 分 野 な ど 、 商品 開 
発 に 力 を 注い で いま す 。 
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沿 に 新た な 技術 トレ ンド を 予 光 し な が ら ー- 


21 世 紀 に 向け て 、 高度 情報 社会 の 一 細 を 
に な う セ ガ は 、 い っ そう の 発展 を と げ る だ ため 
に 、 さ る ら に 遠い 技術 の フロ ンティア を 追い 続 
け て いま す 。 こ の 領域 は 、 エ マージ ング "・ 


テク ノロ ジー (出現 途上 技術 ) と 呼ば れ 、 


先端 技術 の る ら に 先 を 行く 、 い わ ば 技術 の 
処女 地 。 

セガ が 現在 手がけ て いる AI (人 工 知能 
に よる 知 的 CAI の 開発 な ど は 、 
その 代表 的 な も の で す 。 


EE マー ジン ジテ デン ロ ジー 


コン ピュ ー タ 社会 。 そ れ を 実現 する だめ に 
も 6。 まだ に いく つも の エエ マー シング ・ デ クノ ロジ 
ー に チャ レン ジ し 、 こ れ を クリ アー し て 行か 
な けれ ば な り ま せん 。 時代 は 常に 新た な 技 
術 ト レン ド を 予兆 し 、 セ ガ は いち 早 〈 そ の 流れ 
を リー ド し て 行き ます 。 
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事 業 所 


東京 本 社 


札幌 支店 


関西 支店 


博多 文 店 


〒|44 東京 都 大 田 区 羽田 1--|C 

TEL.03(743) 7438 (販売 事業 部 ) 
03(743) 7433 (営業 事業 部 ) 
03(743) 7435(H・ ビ 事業 本 部 ) 
03(743) 7438 (海外 事業 部 ) 
03(743) 7430 (受付 ) 

〒0B66 札幌 市 豊平 区 豊平 五 業 す - ど -d4 

TEL.011(841)0848( 代 表 ) 

〒56B| 大 阪 府 豊中 市 豊 南町 東 @-5-9 

TEL.06 (334)5333 

〒BIU 福岡 市 中 央 区 日 金 F-9- 15 

TEL.098(588)4715( 代 表 ) 


一 覧 表 (昭和 6 年 10 月 1 日 現在 ) 
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ビ 馬 届 馬 ビ 貢 
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0D66 札幌 市 豊平 区 豊平 五 徐 3 」 目 @-34 


0D50 室蘭 市 東町 Pb-27-eH プ レイ ラン ド セ ガ 内 


073 滴 川 市 栄町 1-B- ど / 
070 旭川 市 思 和 三 薬 /-6- ど | 
0U85 制 踏 市 双葉 町 10-gil 


040 函 館 市 松風 B-B ハ ルイ テク ラン ド セ ガ 内 


030 青森 市 大 字 安 田 字 近野 153-9 
DU 盛岡 市 向 中 野 字 野原 8-| 
983 仙台 市 中 野 字 出 花 西 17-| 


963 郡山 市 富田 町 字 愛 容 前 77-1 横 山 ビ ピル | 


310 水戸 市 元吉 田町 1011- と 

3gl 宇都 宮 市 御幸 町 96 

3g7 佐野 市 若 避 下町 9-15 

371 前 橋 市 六 供 町 1064 ミ ナミ ビル 内 
BU 千葉 市 高 品 町 1583-9 

330 大宮 市 三 椅 4-551 

50-1 新 潟 市 小針 -38-1 ど 

144 大 団 区 羽田 | - で と 

I85 国分 寺 市 本 多 -3-| 

p4 大 和 市 下 鈴 間 甲 3 号 B51/-3 

3g 横浜 市 南 区 宿 町 6-48 浜 文 ビ ル |F 
dB 横 須 貸 市 安浦 町 e-e5 


5d-03 神 奈川 県 足柄 下 都 湯河 原町 土肥 |-14-@g 


415 トト 田 市 西本 卿 〆-B-9 

410 治 津 市 平 町 9-3 

4P 静岡 市 馬淵 3-8-5 毛 利 ビ ル 内 
430 浜松 市 下池 川町 14-9 

452 名 古屋 市 西区 中 治 町 118 

98| 壮 沢 出入 崩す 34 


33 高岡 市 未 広 町 元 畑 50-| イ セ ピ ビル 8F 


50| 京都 市 南 区 吉祥 院内 櫻 山 町 45 
55| 豊中 市 豊 南町 東 ど -5-3 

541 和歌 山 市 梶 取 316-9 

57U 姫 踏 市 東 赴 末 ど -84 

700 岡山 市 米 訪 /U 

730 広島 市 南 区 南 廊 屋 1-8-13 

BB83 米子 市 米原 740-| 

779-31 徳 島 市 国府 町 日 開 字 南 39-5 
79H 槍 貼 市 庄 中 的 7 | で 

7B0 高松 市 本 太 町 区 3585-B 

BHE 北九州 市 小倉 北 区 熊本 -/-48 
BIU 福岡 市 中 央 区 日 金 C-9-15 

830 久留 米 市 東 合川 町 大 字 大 西 983 
BBI- ロ | 熊本 市 東野 c-8-14 

B5P 長崎 市 千歳 町 GU-19 

87U 大 分 市 大 字 花 高松 ビ -/-15 

88BU 宮崎 市 稚 島 3-43 ド ウェ ル BB8 | 階 
890 鹿児島 市 武 1-44-9 


HI- 有 1 那 罰 市 小禄 I050 清 和 マ ンション !F 


011(841)0e48⑩ 
0143(43)048/ 
UIe5(68) 5538 
0166(65) 7840 
0154 (23)888B 
0138(66) 7085 
0177(88)5150 
0196(35)8588 
0Ue8(e58)3984 
0848(51)8811 
0Ue9e(47)8185 
0286(61)8770 
0883(84) 7364 
0e78(e4)8765 一 5 
0478(33)003/ 
0486 (ee) 1888 一 9 
0Ue5e (33)3464 

03 (743) 7443 
0483(G4)5463 
0468(765)555| 
045(713) 7411 一 
0468 (88)380| 
0465(63)257/ 
05588 (6) 45g1 
0558 (68)537 
0548(86) 1311 
0534 (71)5856 
056 (508)9161⑩ 
07Be(91)e030 
07B6(e4)5883 
075(681)8885 

0UB (334)5333 
0734 (51)g466 
0798(81)988/ 
0U868e(41)180e 一 3 
0U86(281)e411⑯⑩ 
0858 (は 3) 7033 
0886(48)1874 
0898 (57)5188 
0878(33)838| 
083(551) 7B94 
092 (586) 4715⑮⑩ 
0946 (44)3595 
096(368)B730 
095B(44)0034 
0975(58@)336| 一 ど 
0985 (83)6531 
0998 (51)8088 
0988 (59)1480 
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